
 
 

プレスリリース  

平成 21 年 12 月 3 日       

独立行政法人国立科学博物館 
 

文部科学省委託事業成果報告会の開催について 

「科学的体験学習の創造 ～学校と博物館の効果的な連携を目指して～」 

 

国立科学博物館（館長：近藤 信司）は，文部科学省委託事業「環境学習プログラムの体系

的開発に関する調査研究」により，博物館の学習資源を活かした学校の授業等で活用可能な

環境に関する科学的体験学習プログラムを新学習指導要領に沿って開発するとともに，学校

と博物館との効果的な連携体制のモデルの開発を行っています。 

このたび，開発した環境学習プログラム及び学校と博物館の連携についての実践・検討の

成果を全国の学校及び博物館に発信するために，成果報告会を開催します。 

 

日 時：平成 21 年 12 月 26 日(土)10 時～16 時 

主 催：文部科学省，国立科学博物館 

後 援：全国小学校理科研究協議会，全国中学校理科教育研究会，東京都小学校理科教育

研究会，東京都中学理科教育研究会，全国科学博物館協議会，日本博物館協会，

全国小中学校環境教育研究会，東京都教育委員会，千葉県教育委員会，埼玉県教

育委員会，茨城県教育委員会，神奈川県教育委員会，千葉市教育委員会，さいた

ま市教育委員会，横浜市教育委員会 

会 場：国立科学博物館（上野）地球館 3階講義室 

内 容：第 1部 ・研究報告（開発プログラムの特徴と体系化の概要） 

    ・事例報告（開発プログラムの事例報告） 

           ・講評  清原 洋一  

文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官 

第 2部 ・科学的体験学習プログラムの紹介 

            （授業に役立つ教材・実験などの体験） 

  定 員：第 1部のみ事前申込制 先着 80 名 

   対 象：教育関係者（小中学校教員・教育委員会等），博物館関係者等 

   参加費：無料 

                

なお，本件の開催チラシを別紙に添付いたします。 

広報等についてご配慮いただけますよう，お願い申し上げます。 

 

本件についての問合せ 

     独立行政法人国立科学博物館 事業推進部 学習企画・調整課 リエゾン担当 岩崎  

〒110-8718 東京都台東区上野公園 7－20 

       メール：museumforteachers@kahaku.go.jp 

              TEL：03-5814-9187    FAX：03-5814-9898  

       関連ホームページ「授業に役立つ博物館」 http://museum4teachers.zkh.jp/ 

 



主 催 ： 文部科学省，国立科学博物館
後 援 ： 全国小学校理科研究協議会，全国中学校理科教育研究会，東京都小学校理科教育研究会，
　　　   東京都中学校理科教育研究会，全国科学博物館協議会

− 文部科学省委託事業成果報告会 −
日　時：平成21年12月26日（土）
　　　　10：00〜16：00　

会　場：国立科学博物館 地球館3階講義室
対　象：教育関係者（小中学校教員・教育委員会等），
　　　　博物館関係者等　

＜同時開催＞ 教員のための博物館の日 2009（会場：国立科学博物館上野本館）
　　　　　　※詳細は国立科学博物館ホームページ（http://www.kahaku.go.jp/）にて順次お知らせいたします。

科学的体験学習
の創造

学校と博物館の効果的な連携を目指して

本報告会は，平成 21 年度文部科学省委託事業「環境学習プログラムの体系的開発に関する調査研究」の一環として実施するものです。

第１部  （10：00〜11：30）   

● 研究報告
　 開発プログラムの特徴と体系化の概要　

● 事例発表
　 開発プログラムの事例紹介

● 講評　　
　 清原　洋一　　 文部科学省初等中等教育局

　 　　　　　　  教育課程課　教科調査官

第２部  （13：00〜16：00）

● 科学的体験学習プログラムの紹介
　 （授業に役立つ教材・実験などの体験）

要事前申込
申し込み方法は

裏面をご覧下さい

申込不要

参加無料
先着80名



■ 第１部 参加申込方法 ■

　必要事項をご記入のうえ，メールまたはFAXで

お申し込み下さい。折り返し，受付票をお送りい

たします。

＜必要事項＞

　・氏名

　・フリガナ

　・所属先名称

　・連絡先（FAXまたはメールアドレス）

＜送信先・お問合せ先＞　

　国立科学博物館　事業推進部

　学習企画・調整課　リエゾン担当

　メール：museumforteachers@kahaku.go.jp

　ＦＡＸ：03 − 5814 − 9898

　※先着順とさせていただきます。

　※演題等は変更される場合があります。

　※ 成果報告会の詳細情報は，ポータルサイト「授業に役立つ博物館」にて順次お知らせいたします。

　　「授業に役立つ博物館」http://museum4teachers.zkh.jp/

「科学的体験学習の創造（第１部）」参加申し込み書（FAX用）

　 氏　　　　名

　 フ リ ガ ナ

　 所 属 先 名 称

　 連 　 絡 　 先（どちらかにご記入下さい）

　 　● F 　 A 　 X　　　　　（　　　）　　　　　　  　（所属先・個人）どちらかに○

　 　●メールアドレス　 　 　 　 　 　 　 　
＠　 　  （ 携 帯 不 可 ）

　平成 20 年 1 月の中央教育審議会答申では，理数教育の充実，体験活動の充実のほか，環境教育の一層の推進

が掲げられました。これには，持続可能な社会の構築のために，科学的なものの見方や考え方を学んだり，様々

な体験活動を通して自然に対する豊かな感受性や環境に対する関心等を育てることの重要性が明記されており ,

この答申に基づき , 学習指導要領が改訂されました。

　このような状況をふまえ，国立科学博物館では，文部科学省より委託を受け，学校の授業等で活用可能な，環

境に関する科学的体験学習プログラムを開発しています。

※ご来場の際には公共機関をご利用下さい。

※ ご提供いただいた個人情報は，本報告会に係る連絡および国立科学博物館が主催・協力開催する事柄に関するご案内等をお送り
する以外に利用することはありません。

FAX 03 − 5814 − 9898　 こちらの向きに送信して下さい。

—環境学習プログラムの体系的開発に関する調査研究—

＜会場へのアクセス＞
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